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「暫定税率廃止なら破滅的な影響」
県民に理解を求める。
　国会で与野党が対立している道路
特定財源の暫定税率の存廃問題をめ
ぐり、和歌山県の仁坂吉伸知事は22
日、「（廃止されれば）直ちに歳入欠陥
となり、県の新年度予算に破滅的な
影響が出る」と述べ、廃止になった場
合の影響について広く県民に訴える
考えを示した。
　県によると、暫定税率が廃止され
れば年間でそれぞれ県は約120億
円、市町村は約50億円の減収にな
る。仁坂知事は、暫定税率の延長を前
提に新年度予算案を編成しているた
め、「廃止になれば結果的に県の道路
予算700億円のうち400億円が執行
不能になる」と強調した。さらに、暫定

税率廃止によるガソリンの値下げを
主張している民主党に対しては、聞こ
えがよい口実で政局にしているとし
て「卑怯というか節操がない」と手厳
しく批判した。
　仁坂知事は今後、県民との対話集
会を開き、暫定税率問題についての
理解を求める。また県や市町村など
でつくる県道路協会が「地方のチャン
スを奪わないで」などと訴えるチラシ
を約120万円かけて50万部作製し、
全戸配布する方針。県市長会と県町
村長会も、各首長が住民向けの広報
活動を行うという。
（１月23日・産経新聞）

道路問題については、都市と地方で温度差がある。紀伊半島南部は高速道路が
未整備で、経済活性化の大きな足かせ。また、津波などの大災害が発生すれば、
海沿いの幹線道路が壊滅する。道路整備の必要性について、客観的な判断を
基に、政策決定することが必要だろう。

地元記者の視点

大阪で和歌山産品をアピール
橋下徹・大阪府知事も応援
　和歌山県の特産品の販路拡大のた
め、大阪の流通業や製造業の仕入れ
担当者らと直接商談を進める「わか
やま産品商談会ｉｎ大阪」が、４日、大
阪市内で開かれた。
　昨年に続いて２回目の試みで、和歌
山県と和歌山産業振興財団が主催し
た。県内の農水産物業や、梅加工業、梅
酒販売業などの企業100社が参加。大
手量販店のバイヤーや商工業者らに自
社製品の特色や供給力などをアピール
し、具体的な商談も行われた。
　また、会場には仁坂吉伸知事のほ
か、大阪府知事に当選した橋下徹氏
も応援に駆け付け、和歌山の特産品
を強力にＰＲした。
　和歌山産品のＰＲに他府県の知事

が駆けつけるのは異例のこと。これ
は、仁坂知事が当選直後の橋下氏を
１月30日に表敬訪問し、近畿２府４県
が合同で地場産業や産品の商談会な
どを開催することを話し合い、橋下氏
の応援が実現した。
　その際、仁坂知事は橋下氏の当選
を祝い、「大・関西のリーダーとして
の役割を担って欲しい」と激励、橋下
氏は「行政経験が初めてなのでご指
導下さい」と仁坂知事に協力を要請
した。
　さらに仁坂知事は、近畿各府県の
消防学校の一元化や、各府県で意見
を交わしながら共通の課題について
取り組むことを提案した。
（２月４日・和歌山放送）

関西の広域連携は古くて新しい課題だ。これまで、足並みの乱れが指摘される
ことも多かったが、仁坂知事がフットワーク良く大阪府との連携に動き、共通認
識ができたことは、和歌山県だけでなく近畿各府県に大きなメリットがある。

地元記者の視点

和歌山は第二のふるさと
コブクロの夢が育った街

山の「あったか本屋さん」に
行ってきました…
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っ
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た
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？
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、
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…
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返
る
。「
聴
い
て
、ま
ず

出
て
き
た
の
が
涙
で
し
た
ね
。
歌

が
心
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
」
。

程
な
く
二
人
は
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー

を
果
た
し
た
。

　

和
歌
山
が「
第
二
の
ふ
る
さ
と
」

と
い
う
コ
ブ
ク
ロ
は
、メ
ジ
ャ
ー
デ

ビ
ュ
ー
の
翌
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迎
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コ
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れ
る
。そ
う
、デ
ビ
ュ
ー
前

の
コ
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。
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閉
店
し
て
し

ま
っ
た
た
め
、地
元
の

要
望
に
応
じ
て
、日
用

品
や
食
料
品
、野
菜
の

種
ま
で
…
。

　

井
原
さ
ん
は「
や
め

よ
う
か
な
と
思
う
こ
と

も
あ
る
け
ど
、楽
し
み

に
し
て
く
れ
る
人
が
い

る
か
ら
頑
張
り
ま
す
」

と
話
す
。地
域
の
文
化

も
、
生
活
も
支
え
る

「
本
屋
さ
ん
」な
の
だ
。

和
歌
山
が

見
出
し
育
て
た

そ
の
歌

毎
年
の

「
フ
ァ
ン
フ
ェ
ス
タ
」


